
児童発達支援 事業所における自己評価結果 (公表)

公表 : 2023年  2月 15日 事業所名 ことちサポート教室「きらり」下野校
課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標

限られたスペースの中で過こしやすく

なるよう言舌し合い、環境スペースの

確保に努めていきます。

基準を満たした職員体制で運営を

考子つています。

ご琴u用者様が利用しやすいようパー

テーシ]ンを活用し、刺激が少ない

環境設定を心掛けています。

感染予防対策を4敬底し、教具の消

毒、室内換気 検温管理など細′い

の注意を払い対応しています。

職員間で、振り返りや問題点を把

子屋し、質の高い支援を目}旨すため

の話し合いをしています。また定期

的に職員イ固々との lonlミーティン

グを実施することで、動機付けと意

言説づけを図つています。

支援にご満足いただけるよう各職員

が課題意識を持ち、教室全体で業

務改善に繁いでいきます。

自己言平価、及び改善内容について

昨年同様、ホームページと社内掲

示で公表させて頂きます。

内部監査の指摘に関しては、迅速

に対応を図り、改善を継続いたしま

す。

他校舎との交流研修や、外部研修

への参加を積極的に図り、質の向

上に努めます。

アセスメントの系吉果をもとに、職員間

で検討を行い、ご利用者様に寄り

添つた適切な内容の支援を提供し

ていきます。

アセスメントツー)レの結果を活用した

適切な支援計画を検討していきま

す。

工夫してしれる点

利用者の1犬況(こ応じパーテー

ションを動かすなど配置を変え

ている

利用者のニーズに合わせ構造

化し課題に応じて支援スペース

の配置を変更したりしながら対

,芯している

活動の内容に合わせ室内での

活動の範囲を広 tザたりしている

職員全体で‖青報共有しミーテ

ィング等で意見を出し合い進め

ている

内容 (こついて教室全体で共有

し改善点を把握し修正している

ホームページ、社内掲示にて毎

年公表している

定期的な事業所内部監査を

イ手つている

定期的な研修会、事例検討

会(こ参カロしている

アセスメントシートを活用し教

室内で情報共有をし、支援内

容を設定している

事業所全体で共通したアセス

メントシートを使用している

いいえ
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チェック項目

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある

職員の配置数は適切である

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なつている。また、障害の特性に応じ、事業所の設偏

等は、パリアフリー化やII膏報伝達等への配慮が適切に

なされている

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつて

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となつてい

る

業務改善を進めるための PDCAサイクル (目標設定

と振り返り)に、広く職員力滲 画している

保護者等向け評価表 (こより、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につな
'文
いる

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事雪葡所として自己言平イ面を考子うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業P斤の会革侵やホームベージ等で公開している

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している

アセスメントを適tttに行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児重発達支援計画

をイ乍成している

子どもの適応イ子動の1犬況を図るために、標準化された

アセスメントツールをイ吏用している

①

②

③

④

⑤

③

②

③

⑨

⑩

①

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の



積極的な対話機会を保護者様と

持つことで、ご要望を理解し、ご利

用者様に寄り添う形での支援計画

の作成に努めてまいります。

鼓 援内容の変更時には、教室全

体で‖膏報共有を行い、餌鱚の無い

ように努めていきます。

職員全体で参加し、様々な視点か

ら活動プログラムの立案を行つていま

す。

保護者様のニーズに寄り添う形で、

活動プログラムを立案していきます。

また、固定化しないように工夫を継

続します。

保護者様のど要望をもとに就学支

援等のイベントを計画していきます。

職員間でのすり合わせを必ず実施

し、改善事項を反映した計画、準

備、り八―サルを確実に行つていきま

す。

申し送りの際に1よ共有スペースにも

内容を記入しておくことで、職員への

周知徹底を進めていきます。

具体的な内容を伝え、記録としてき

ちんと残すことで支援の検証・改善

につなけていきます。

モニタリングを確実に実施し、必要に

応じた支援内容の見直しを適宣か

図つていきます。

コロ珊 で開催頻度が減っているも

のの、今後の状況に応じ、児発菅、

指導員で参カロしていきます。

必要に応じて、関係機関と連携し、

アⅣ(イス・助言等をいただき、支援

内容に反映させいきます。

利用者様の一ズに合わせ目標

を設定し保護者様と話し合い

適した支援内容を提供できる

よう教室全体で把握し国内容

をイ乍成している

支援計画を把握し支援を実行

している

定期的に見直しを行つている

日によって内容を変化させ行つ

ている

定期的に集団イベントを開催

している

集団療育の際には必ずミーティ

ングを実施している

集団支援や課題が残つた場合

には必ずミーテイングを実施して

いる

担当指導員ん`その日の記録を

付け、全員です巴握できるように

している

定期的にモニタリングを実施

必要に応じて児発菅が参加し

ている

該当がありません。

該当がありません。
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児重発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

(本人支援及び移行支援 )」 、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている

児童発達支援計画に沿つた支援満子われている

活動プログラムの立案をチームで行つている

活動プログラムが固定化しないよう工夫している

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児重発達支援計画を作成している

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役害」分担について確認している

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有

している

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証。改善につなιチている

定期的にモニタリングを行い、児重発達支援計画の

見直しの必要l性を判断している

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子農〕の状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている

母子保健や子ども。子育て支援等の関係者や関係

機関と運携した支援を行つている

(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子島 等を支援している場合 )

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と運携した支援を行つている

(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害

のある子島 等を支援している場合 )
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必要に応じ、関連機関との1青報運

携を図り、共有を行つていきます。

必要に応じ、関連機関との情報連

携を図り、共有を行つていきます。

必要に応じて、関係機関と運携し、

アドパイス・助言等をいただき、支援

内容に反映させいきます。

必要な時に対応できるよう関係機

関と連携を図つていきます。

機会があれば、積わ預的参加の可能

性を検討いたします。

保護者様との対話を重視し、夢 u

用者様の状況や課題について、お

伝えしていきます。さらに共通理解

を図ることで支援改善に役立ててい

きます。

家族支援プログラムもとに、ペアレン

ト・トレーニングをブラッシュアップし、

保護者様に対する活用機会を設

定していきます。

保護者様との対話を重視し、些細

な副甍問でも丁寧な回答対応を心

がけていきます。

ガイドラインに沿つた支援をもとにした

支援計画を作成し、保護者様への

執 明を行い、内容の理解を頂き、

歳 援を進めていきます。

保護者様に寄り添う形で、些細な

謝 談にも応じ、適切な対応や、ア

ドノ(イスがご提供できるよう心擁|けま

す。

保護者様間での連携を目的とした

、保護者様参加のイベント開催企

画を検討いたします。

ご相談に対して、迅速など対応が

可能なよう、教室職員全体での情

報共有を進め、夕j応していきます。

支援記録を保護者様 (こお渡し

し事業所での様子を伝えてい

る

保護者を通じて支援記録を作

成し、情報提供を行っている

児童発達支援センターの助言

をいただき支援に繁栄させてい

る

フィーW(ックで保護者様に情

革長共有をしている

必要に応じて行政に問い合わ

せを行い保護者様へ説明を行

つている

定期的に、児童発達支援計

画を示しながら、内容のご説明

を行い、保護者様の同意を得

ている

事業所内相談を実施し保護

者様の悩み相談に応じている

コロ端 の影響もあり、父母の

会の開催は見送つている

相談があつた際は教室内ですぐ

に情報共有を行い、対応策を

検討している
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子どもの主治医や協力医療機関等と運絡体制を整

えている

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校 (幼稚部)等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図つている

移行支援として、小学校や特別支援学校 (小学

部)との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図つている

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある

(自立支援)協議会子ども部会や地域の子ども。子

育て会議等へ積極的に参加している

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題につして共通理解を持つている

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム (ペアレントトレーニング等)

の支援を行つている

運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行つ

ている

児重発達支援ガイドラインの「児重発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児重発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児重発達支援計画

の同意を得ている

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行つている

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の運携を支援している

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあつた場合に迅速かつ適切に対応し

ている
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関係機関に、案内チラシを配布す

るなど告知を図る、また、SNS活用

によるタトきF発信を継続していきま

す。

事業者内部での保管を徹底し、個

人‖膏報に関しては施錠可能なスチ

ールロッカーでの保管を徹底していま

す。

状況に応じて個室の利用や、パー

テーションを活用したパーソナルスペ

ースの利活用など工夫しています。

事業所主催で1よ実施できていない

ものの、行政による企画イベントヘの

参加な挿 極的取り組みを行つてい

ます。

今後機会があれば前向きに取り組

んでいきます。

マニュアル単位でファイリングし、職

員、保護者への周知を1徹底した運

用を行つています。

定期的 (月 /1)に、各種災害を

想定した訓練を実施しています。

引き続き個人牛寺陛を把握した上

で、緊急対応などの連絡先など対

応方法を明確化しています。

ヒヤリノヽット発生について1よ都度幸風

告書を作成し、防止策を含めた事

例を職員へ展開周知しています。

虐待防止委員会を立ち上吠 各職

員へ事例研究や検討会を開催し、

思識づ
｀
けをイL続していきます。

イ固月u支援言十画において言己載をして

います。また、身体拘束の判断につ

いてはマニュアル化し、ま薩 待防止

委員会を通じ、職員への周知を図つ

ています。

SNSで行事等の案内を行い、

教室内の取り組みを発信して

いる

鍵付きのロッカーでイ国人情辛Rに

係る書類の保管を行つている

特l陛 (こ応じ個室を利用したりし

適切な対応を,い擁「けている

マニュアルごとファイリングをし、

月 1回の避難訓練を実施

定期的に各災害を想定し訓練

をそ子つている

契約の際に確認を行つているま

た面談等で再確認をしている

対象者はいません。

事業所内で共有しヒヤリ八ット

を作成し再発防止に努めてい

る

虐待防止委員会を設置しユニ

ット内で研修を行つている

個別支援計画書に記載し、内

きBでも共有している

0

0

0

2

0

0

0

4

0

0

0

5

5

5

3

5

5

5

1

5

5

5

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

運絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている

個人1青報の取扱しЧこ十分注意している

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための酉E慮をしている

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図つている

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓線を実施している

非常災害の発生に偏え、定期的に避難、救出その他

必要な訂‖練をそうめている

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

1犬況を確認している

食物アレルギーのある子島 について、医師の指示書に

基づく対応力造れている

ヒヤリ八ット事例集を作成して事業所内で共有してい

る

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子hや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している

○この「事業所における自己評イ面結果 (公表)」は、事封
~斤

全体でそ子つた自己言平価です。



児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表)

公表 :2023年 2月 15日

事業所名 :こどもサポート教室「きらり」下野校 保護者等数 (児童数):13  回収数 :12 割合 :920/0

ご意見を踏まえた対応

パーテーシ]ンなどの不u用によ

り、工夫することで有効スペー

スの確保を行つてまいります。

職員配置や専門性 (こついて

は留意していますが、欠員対

応などはさらなる固己慮を子盤続

してまいります。

入口に段差があるため、職員

による入退出時におけるサポ

ートをイ子うことで事古女防止に

努めてまいります。

'l央適な支援を受けて頂ける

よう、清潔な環境を維持しま

す。またスペースに関しては、

臨機応変に対応してまいりま

す。

積極的に保護者様のニーズ

を傾聴させて頂き、奇 u用者

様 (ことつて適切な支援計画を

策定してまいります。

ガイドラインに沿つた支援をも

とにした支援計画を作成し、

保護者様へのご説明を行い、

内容の理解を頂き、ど支援を

進めていきます。

ど支援内容の計画時には、

ご琴U用者様の意向を反映し

た立案を行い、沿つた形でご

支援を実施しています。

保護者様のニーズに寄り添う

形で、活動プログラムを立案

していきます。また、固定化し

ないように工夫を継続しま

す。

機会があれば、積極的参加

の可能性を検討いたします。

ご意見

机上課題をするには

十分だが粗大運動に

は少しスペースが必要

だと思う

課題に合わせてスペー

スを確保してくれている

定期的に面談をしても

らい課題に取り入れて

もらつている

子供が好きなキヤラク

ターなどを取り入れてく

れています

こどもの好きなものを芋巴

握してくれ支援をしてく

れている

わからない
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0
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0

1
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いいえ
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0

0

0

0

0

0
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3

とちらともい

えない

2

4

1

0

1

0

0

2

1

はい

10

8

9

12

11

11

12

9

4

チェツク項目

子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か

職員の配置数や専 F〕性は適切であるか

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になつているか。また、障害の特‖生に応じ、事業

P斤の設備等は、プ(リアフリー化や晴幸侵イ云達等への

酉こ慮が適切になされているか

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

となつているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となつているか

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援 (本人支援及び移行支援)」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容力壻隻定されているか

児重発達支援計画に沿つた支援が行われているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子さえ活動する機会があるか

①

②

③

④

⑤

⑥

②

③

③

環

境

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供



保護者様との対話を重視

し、些細など質問でも丁寧な

回答対応を心がけていきま

す。

積極的な対話機会を保護

者様と持つことで、ご要望を

理解し、ご利用者様に寄り

添う形での支援計画の作成

に努めてまいります。

家族支援プログラムもとに、ペ

アレント・トレーニングをブラッ

シュ,弓プし、保護者様に女す

する活用機笠 設定していき

ます。

保護者様に寄り添う形で、

些細な3日談にも応じ、適

切な対応や、アトノ(イスがど
｀

提供できるよう心控卜けます。

保護者様との面談を通じた

夕垢舌を重視しています。

些細など質問でも丁寧な回

答対応を心がけていきます。

保護者様間での連携を目的

とした、保護者様参加のイベ

ント開イ樫企画を検討しヽたしま

す。

保護者様が気軽に相談でき

る環境を常に意識し適切な

対応を取つてまいります。

保護者様、事 u用者様に寄

り添う形で、どんなことでも吾舌

せる雰囲気を醸成し、部

談をいただける環境を諜 供

できるよう′い接卜けます。

定期的なSNSやチラシ作成

により、教室での取り組み内

容の発信を考子つています。

個人情報の取り扱しヽこついて

は教室全体で理解し、鍵付

きステールロッカーで保管して

います。

保護者様に緊急時対応、防

あ巳、感染についてのご協力を

いただけるよう今後も周矢日を

イ区続いたします。

保護者会の開催がな

くてもよいと思う

面談を定期的に行つ

てくれるので相談しや

すい

相談に乗つてくれ、支

援で取り入れてもらつ

ている

いつもお話を聞いても

らつています
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運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児重発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明力4されたか

保護者に対して家族支援プログラム (ペアレント・ト

レーニシゲ等)が行われているか

日頃から子あ の状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達のイ犬況や課題について共通理解ができてい

るか

定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の運携が支援されている

か

子どもや保護者からの相談や申入れにつして、対

応の体制が整偏されているとともに、子あ や保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

返かつ適切に対応されているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報イ云達のため

の酉己慮がなされているか

定期的に会報やホーパ ージ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子島 や保護者(敲寸して発信されて

いるか

個人情報の取扱しヽこ十分注意されているか

緊急時対応支コ アル、防犯マニュアル、感染症対

応マニコ叫等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した副|1練が
~夫
施されて

いるか
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②

○

④

⑮
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⑫

①
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保
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の

説

明

等

非

常

時

等



定期的 (月 /1)に、各種

災害を想定した訓練を実施

しています。

今後も利用者様全員が楽し

みにしてくれるようなサービス

提供定目指してまいります

引き続き、保護者様、利用

者様に寄り添い、成長をサポ

ートできる事業P斤を目指して

まいります。

毎回通所を楽しみに

しています

こちらの要望IE対応し

てもらつています
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1

0

0

0

2

1

10
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非常災害の発生に偏え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか

子どもは通けた楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

〇この「保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表)」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行めていただき、その結果を集計したものです。


